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●今月号の主な内容 
 【新年ごあいさつ】会長 小林 喜典  ………………………１ 

 【活動Ｇ】旧櫻井邸イベントのお弁当を提供（ごはん研）……２ 

伊深小2年生のしいたけ菌打ち体験（里山活動G） ………２ 

 【協議会の動き】12月定例会のあらまし ほか  ……………２ 

           伊深まちづくり協議会ホームページ  

http//ibukamachi.com   

または   伊深まち協   

《 新年のごあいさつ 》 

 

伊深交流センター周辺が変わります 

 

伊深まちづくり協議会   会長 小 林 喜 典 

 

新年明けましておめでとうございます。 

まちづくり協議会のいろんな活動に対して、町民の皆さんにはご理解とご協力をたまわり厚くお礼

申し上げます。 

しかしながら、昨年も新型コロナウィルス感染拡大で、活動のほとんどが中止となってしまい、毎

日がコロナウィルスの問題で明け暮れた年でした。 

昨年は、伊深地区の拠点であり、まちづくり協議会の活動施設でもある「交流センター」が５月２

日竣工しました。 

連絡所に加え JAめぐみの伊深営業所も入り、ATMも設置されました。 

私たちまちづくり協議会が重要設備とお願いした調理室では、地元食材を中心とした伊深食堂、伝

承料理の提供や櫻井邸での市主催の研修会での昼食などを、コロナ規制の中でも活動させていただき

ました。また小学校、保育園への農業体験も行いました。 

４月１日には、旧伊深村役場庁舎が喫茶「いぶカフェ」としてオープンし、まちづくり協議会と共

に地域発信を行っています。 

今、交流センター駐車場の工事、JA伊深支店の解体工事が行われています。小学校では、プール

解体後は駐車場として整備が行われ、体育館もリフレッシュ工事が行われ、交流センター周辺が変わ

ります。 

JA解体後（コイン精米所はそのまま）は、簡単ですが公園を作っていただきます。 

80 年以上前からあった「火の見櫓（やぐら）」は、老朽化で危険でありましたので市で撤去しま

した。しかしながら伊深を守ってくれましたので、上部を旧伊深村役場庁舎敷地内に設置します。 

コロナが落ち着けば、敬老会、お月見会、運動会などいろんなイベントが復活できますが、運営方

法、場所について、自治会長以下それぞれの役の方がまちづくり協議会のメンバーですので、新しい

方法を考えていきます。 

やりたい事は、まちづくり協議会の人がやるわけではありません。町民の皆さんといっしょに 

なって協力しあい、住みよい伊深を作っていきたいと考えます。 

新しい今年は、わくわく

する年にしたいですね。 

どうぞ本年もよろしくお

願いいたします。 
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▶▶▶  活動グループの動き  ▶▶▶           
 

 

 

 

12.12（日）、旧櫻井邸で市主催のイベ

ント（壁塗りワークショップ）があり、

参加者のお弁当を伊深ごはん研究会（井

上美恵子代表）が提供しました。当日の

メニューは伊深産の材料で作った「味ご

はんとけんちん汁」で、口にした参加者 

たちからは、「野菜がたくさんでヘルシー」、「懐

かしい味」、「また食べたい」といった声が聞か

れました。 

 

 

 

 

 12.15（水）、伊深小 2 年生を対象とした「しい

たけ菌打ち体験授業」があり、市まちづくり課と

里山活動グループ（大矢伸司代表）が 

お手伝いしました。 

 最初に、伊深が市内でも山の多い地域

であり、「木」をうまく利用することが

大切。『しいたけ栽培』はそのなかでも

身近な利用法のひとつ。との説明を行

い、そのあと、木づちで『駒菌』を打ち

込む方法で菌打ちを行いました。児童ら 

はコンコンと心地よい音を立てながら、一人当た

り約 50ケの駒を打ち込みました。 

打ち終わった児童らからは、「楽しくてもっと

やりたかった」「しいたけはちょっと苦手だけど

今度からもっと食べられるように挑戦したい」と

いった声が聞かれました。 

 

12月定例会（12.15（水））
のあらまし 

●協議：  
１．自治会主催の行事等の持ち

方について 地区内行事の持 

ち方について、新交流センターの活用等と併せ、

より合理的な方法を協議していくことを確認し

た。 

２．凧あげ大会について 新型コロナの状況が

現状程度で落ち着いていれば、2.12（土）に実施

することを決定した。 

●報告： 

１．当面の活動について 当面の活動状況につい

て報告された。 

２．そば栽培について 今年収穫したそばが約

14kgあり乾燥調製中、と報告された。 

３．その他 各種団体からの報告 など。 

 

 

 

 

 

  

【予告】 2.12（土）に凧あげ大会を実施します。 

・時間 9：00～12：00 

・場所 伊深交流センター付近の田んぼ 

・参加費 200円（保険料等 小学生未満無料） 

 ※詳しくはまち協HP（1.15以降）で。       
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の動き 

   

12.15（水）、伊深小 2 年生のしいた
け菌打ち体験授業をお手伝いしました 

― 里山活動グループ 

   

12.12（日）、旧櫻井邸のイベントに 
お弁当を提供しました 

― 伊深ごはん研究会 

■11.24（水）、ちょっとたのむ輪第 2回連絡会を

開催し、最近の実施状況などについて情報共有し

ました。このなかで、直接的な依頼はないものの、

要注意と思われる事例が複数報告され、関係者共

同して見守っていくことを確認しあいました。 


